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１－１ 本プログラムの概要

本プログラムは以下のことができます。

■ 第１部 《概要編》

１．はじめに（必ずお読みください）

●主装置のデータをパソコンにアップロードする
データ設定、システム短縮、電話機毎短縮を一括で吸い上げます。■ パ ソ コ ン デ ー タ 設 定
新規工事以外の主装置にダウンロードを行う場合も、必ず最初に実行してください。

*●パソコン上で主装置のデータ設定内容を作成する
作成内容のファイル保存やファイルからの読込も可能です。
「工事・保守マニュアル」の「データ設定マニュアル編」を見ながら設定を行ってください。

*●パソコン上でシステム短縮データを作成する
作成内容のファイル保存やファイルからの読込も可能です。

*●パソコン上で電話機毎短縮データを作成する
作成内容のファイル保存やファイルからの読込も可能です。

●パソコン上のデータを主装置にダウンロードする⇒詳細は第２部参照
データ設定、システム短縮、電話機毎短縮を一括で書き込みます。

●主装置のデータを公衆回線を使ってパソコンにアップロードする
主装置を直接接続してアップロードを行う場合と異なり、データ設定のアップロード、短縮■パソコンリモートサービス
データ（システム短縮および電話機毎短縮）のアップロードは、別々に行います。
初期状態でない主装置にダウンロードを行う場合も、必ず最初に実行してください。

*●パソコン上で主装置のデータ設定内容を作成する
作成内容のファイル保存やファイルからの読込も可能です。
「工事・保守マニュアル」の「データ設定マニュアル編」を見ながら設定を行ってください。

*●パソコン上でシステム短縮データを作成する
作成内容のファイル保存やファイルからの読込も可能です。

*●パソコン上で電話機毎短縮データを作成する
作成内容のファイル保存やファイルからの読込も可能です。

●パソコン上のデータを公衆回線を使って主装置にダウンロードする
主装置を直接接続してダウンロードを行う場合と異なり、データ設定のダウンロード、短⇒詳細は第３部参照
縮データ（システム短縮および電話機毎短縮）のダウンロードは、別々に行います。

*：パソコン単独でもデータ設定、短縮データの作成、ファイル保存、ファイルからの読込も可能です。（事前に設定ファイルを作成するときなど）

電
話
機
毎
短
縮
の
フ
ァ
イ
ル
読
込

シ
ス
テ
ム
短
縮
の
フ
ァ
イ
ル
読
込

デ
ー
タ
設
定
の
フ
ァ
イ
ル
読
込

電
話
機
毎
短
縮
の
フ
ァ
イ
ル
保
存

シ
ス
テ
ム
短
縮
の
フ
ァ
イ
ル
保
存

デ
ー
タ
設
定
の
フ
ァ
イ
ル
保
存

データ設定内容の作成／編集
システム短縮データの作成／編集
電話機毎短縮データの作成／編集

データ設定・システム短縮・
電話機毎短縮の一括アップロード

データ設定・システム短縮・
電話機毎短縮の一括ダウンロード

公衆網

RS-232C

短縮データのアップロード

データ設定のアップロード

短縮データのダウンロード

データ設定のダウンロード

OFF ON
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１－２ パソコン側の条件

（１）パソコン：DOS/V（PC-AT互換機）

（２）OS：Windows 98SE 日本語版、Windows ME 日本語版、Windows 2000 日本語版、R R R

Windows XP Home Edition 日本語版、Windows XP Professional 日本語版R R

（３）CPU：Intel Celeron 500MHz相当以上R TM

（４）必要メモリ容量：64MB以上 ※Windows XPの場合は、OSが動作可能なメモリ容量(256MB以上)が必要R

（５）ハードディスク容量：50MB以上（セットアップ時）

（６）画面サイズ：800×600ピクセル以上 （パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｓ）の場合）

1024×768ピクセル以上（パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｍ）、（ｉＺ／Ｌ）の場合）

（７）必要なハードウェア：COMポート（RS-232C、Dサブ９ピンコネクタ）

※USB→RS-232C変換アダプタは、(株)アイ・オー・データ機器製「USB-RSAQ2」、エレコム(株)製「UC-SGT」のみ使用可能

（８）主装置との接続：両端Dサブ９ピンメスコネクタのインターリンク接続用クロスケーブル（5m以内）

（ケーブルの配線は右図のとおりです。異なる配線のケーブルは使用できません。）

パソコンリモートサービスを行う場合は、アナログ回線用のモデムが必要です。（ISDN回線を使用する場◆
合は、ターミナルアダプタまたはダイヤルアップルータも必要です。ターミナルアダプタ／ダイヤルアップ
ルータのアナログポートにパソコンのモデムを接続します。）

※以降の説明では、パソコンをＰＣと省略して記載する場合があります。

１－３ 本プログラムの新規インストール

初めて本プログラムをインストールする手順は下記のとおりです。

①ダウンロードしたファイルを実行します。

②以降、画面の指示に従ってください。

●標準インストール先
パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｓ）の場合…「C:￥Program Files￥iZ_DAT_S」フォルダ

パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｍ）の場合…「C:￥Program Files￥iZ_DAT_Ｍ」フォルダ
パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｌ）の場合…「C:￥Program Files￥iZ_DAT_Ｌ」フォルダ

●プログラム名
パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｓ）の場合…「DDUPA-IZS.exe」

パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｍ）の場合…「DDUPA-IZＭ.exe」
パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｌ）の場合…「DDUPA-IZＬ.exe」

※本プログラムをインストールすると、デスクトップに本プログラムのショートカットが作成されます。

●本プログラムのバージョン確認方法
エクスプローラ等で、上記インストール先のフォルダにある本プログラムのファイルを右クリックし、プロパティで

バージョン情報を確認してください。

※本プログラム起動後の『メイン画面』でもバージョンが表示されます。

Windows 2000、Windows XPのパソコンへのインストールは、管理者の権限で行う必要があります。他のユ★ R R

ーザでログインしてインストールを行った場合、本プログラムが正常に動作しません。

●Windows 98SEはMicrosoft Windows 98 Second Edition operating systemの略です。R R R

●Windows MEはMicrosoft Windows Millennium Edition operating systemの略です。R R R

●Windows 2000はMicrosoft Windows 2000 operating systemの略です。R R R

●Windows XPはMicrosoft Windows XP operating systemの略です。R R R

●Windowsは米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。
●その他の会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。

クロスケーブルの配線

１ １
２ ２
３ ３
４ ４
５ ５
６ ６
７ ７
８ ８
９ ９
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１－４ 本プログラムのバージョンアップ

以前、本プログラムを使用していて、最新版にバージョンアップする手順は下記のとおりです。

①ダウンロードしたファイルを実行します。
右記のような画面が何度か出る場合がありますので、はい（Ｙ） をクリック
してください。

②しばらくすると『セットアップタイプ画面』となります。

「バージョンアップ・インストール」を選択し、次へ（Ｎ）>
をクリックしてください。

③以降、画面の指示に従ってください。

※インストール先、プログラム名は古いバージョンと同じで
す。

１－５ 本プログラムのアンインストール

本プログラムをパソコンから削除する場合は、下記の手順で行います。

③しばらくすると『セットアップタイプ画面』となります。
「アンインストール」を選択し、次へ（Ｎ）> をクリックして

ください。

④以降、画面の指示に従ってください。

■Windows 98SE、Windows ME の場合R R

①［マイコンピュータ］⇒［コントロールパネル］
⇒［アプリケーションの追加と削除］を選択
します。

②削除したいプログラムを選択し、

追加と削除（Ｒ） をクリックします。
（下図はWindows 98SEにて「パソコンデーR

タ設定用プログラム（iZ/M）」を選択した例）

■Windows 2000、Windows XP の場合R R

①［マイコンピュータ］⇒［コントロールパネル］
⇒［プログラムの追加と削除］を選択します。

②削除したいプログラムを選択し、 変更と削除 をクリックし
ます。

（下図は Windows XPにて「パソコンデータ設定用プログラR

ム（iZ/M）」を選択した例）
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１－６ 主装置のバージョンによる注意事項

主装置のバージョン（ＲＯＭ版数）によって、データ設定コマンドが異なります。特に古い主装置のデータ設定等を
行う場合は、注意してください。

（１）エンハンスによって追加されたデータ設定コマンド を設定することはできません。*1

また、データ設定コマンドの見直しのため、主装置のエンハンスにより削除されたコマンドもありますので注意
してください。（ROM版数3-1版より １８４は削除されています。）

＊

（２）古い主装置でＰＣ設定できなかったコマンド のデータ設定はできません。また、コマンドの内容を表示させた*2

とき、正常に表示できません。

*1：該当する主装置に添付の「工事・保守マニュアル（データ設定マニュアル編）」に本コマンドは記載されていません。最新の工事・保守マニュアル
（データ設定マニュアル編）には適用となるＲＯＭ版数（例： ）を表示しています。

*2：該当する主装置に添付の「工事・保守マニュアル（データ設定マニュアル編）」に を表示しています。

◆主装置のプログラム版数とパソコンデータ設定用プログラムのバージョンとの互換性◆

主装置プログラム版数 エンハンス内容 パソコンデータ設定用プログラムのバージョン

（リリース時期） (PC)：本プログラムのみの変更内容 １．０．０．Ｘ ２．０．０．Ｘ ３．Ｘ．０．Ｘ ４．Ｘ．０．Ｘ

○ ○ ○ ○１－Ｘ

２－Ｘ ・パソコンリモートサービス
× ○ ○ ○（２００２年５月） ・短縮ダイヤルの一覧形式による入力(PC)

３－Ｘ ・ネーム・ディスプレイ対応
× × ○ ○・IP電話サービス対応

（２００２年７月） ・サブアドレス方式PCリモート追加

４－Ｘ
× × × ○・HITACHIブランド製品の事業所用PHS対応

（２００２年９月）

※主装置のプログラム版数はデータ設定コマンド 003で確認できます。（主装置に添付の「工事・保守マニュアル（データ設定マニュアル編）」参照）

＊

※パソコンデータ設定用プログラムのバージョン確認方法は、Ｐ１-２の「１－３本プログラムの新規インストール」を参照してください。

１－７ 既設品の主装置のデータ設定や短縮データを変更するときの注意事項

データ設定済の主装置に対してデータ設定や短縮データを変更するときは、下記に注意してください。

3 - 1 版 ～

★本アプリケーションで設定/変更したデータ設定を主装置にダウンロードすると、パソコン側でデータ設定
可能なデータ以外は初期状態となります。
初期状態となったデータは再設定が必要ですので、紙などに記録しておいてください。

〈再設定が必要なデータ〉

・工事・保守マニュアル（２．データ設定マニュアル編）」、「コマンド説明」のコマンド欄に が記載
されているコマンド（ 034、 035を除く）。

＊ ＊

・データ設定で対応していないｉコマンド
ｉ＋００：設定電話機、ｉ＋０１：着信拒否、ｉ＋０２：非通知着信拒否、ｉ＋０３：コントラスト設定、
ｉ＋０５：着信識別、ｉ＋０６：発番号ホットライン、ｉ＋１１/１２：タイムアラーム、ｉ＋１３：話中・応答遅延転送、

ｉ＋１５：不在転送転送先（外線）、ｉ＋３１：予算登録、ｉ＋７：ＢＧＭ、ｉ＋９０＋００：短縮番号自動変換の変換日時

・電話機や多機能コンソールのプログラマブルキーに設定したＤＳＳ／ＢＬＦ、ワンタッチダイヤル、ボック

スボタン、内線名称、ボイスメモ機能ボタンの登録内容

・多機能コンソールの２５～３２ボタン（奥側の８個のボタン）の登録内容

※下記の手順で操作を行った場合は、上記データを元のままとすることが可能です。

①主装置データアップロードを行う。

（パソコンリモートサービスの場合は「リモート主装置データアップロード」を行う。）

②本アプリケーションを終了しないで、データ設定を変更する。

★ファイル読み込みは行わないでください。ファイルを読み込むとパソコン側でデータ設定可能なデ

ータ以外は初期状態となります。

③主装置データダウンロードを行う。

（パソコンリモートサービスの場合は「リモート主装置データダウンロード」を行う。）

ご注意
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本プログラムは、以下の流れで操作してください。

■ 第２部 《パソコンデータ設定編》

１．本プログラムの操作の流れ

［１］事前に設定ファイルを作成する場合

⇒Ｐ２-２参照①プログラム起動
⇒Ｐ２-２参照②「ファイル作成」を選択
⇒Ｐ２-４参照③「ユーザー情報設定」を実行

④PCでの設定、ファイル保存
⇒Ｐ２-５参照・データ設定
⇒Ｐ２-８参照・システム短縮設定
⇒Ｐ２-１２参照・電話機毎短縮設定

［２］新規工事の場合（事前作成ファイルなし）

⇒Ｐ２-２参照①主装置とPCを接続
⇒Ｐ２-２参照②プログラム起動
⇒Ｐ２-２参照③「主装置設定」を選択
⇒Ｐ２-４参照④「ユーザー情報設定」を実行

⑤PCでの設定、ファイル保存
⇒Ｐ２-５参照・データ設定
⇒Ｐ２-８参照・システム短縮設定
⇒Ｐ２-１２参照・電話機毎短縮設定

⑥「主装置データダウンロード」の実行
⇒Ｐ２-１９参照

［３］新規工事の場合（事前作成ファイルあり）

⇒Ｐ２-２参照①主装置とPCを接続
⇒Ｐ２-２参照②プログラム起動
⇒Ｐ２-２参照③「主装置設定」を選択

④ファイル読込
⇒Ｐ２-５参照・データ設定
⇒Ｐ２-８参照・システム短縮設定
⇒Ｐ２-１２参照・電話機毎短縮設定

⑤「主装置データダウンロード」の実行
⇒Ｐ２-１９参照

※事前作成の内容で変更が必要な場合は、④
の後で「ユーザ情報設定」の変更、PCでの設
定変更、ファイル保存を行ってください。

［４］設定変更の場合

⇒Ｐ２-２参照①主装置とPCを接続
⇒Ｐ２-２参照②プログラム起動
⇒Ｐ２-２参照③「主装置設定」を選択

④「主装置データアップロード」の実行
⇒Ｐ２-３参照

★必ず実行してください。
⇒Ｐ２-４参照⑤ユーザー情報設定

⑥PCでの変更、ファイル保存
⇒Ｐ２-５参照・データ設定
⇒Ｐ２-８参照・システム短縮設定
⇒Ｐ２-１２参照・電話機毎短縮設定

⑦「主装置データダウンロード」の実行
⇒Ｐ２-１９参照
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（工事・保守マニュアルを参照してください。）●事前確認
（１）主装置とパソコンは接続されているか？（両端Ｄサブ９ピン、インターリンク接続用ケーブルを使用）

（２）主装置側のデータ設定コマンドはデータ設定用になっているか？（ 9240、 9241）

＊ ＊

★使用するＰＩＵのみを「データ設定用」にしてください。（ 9240）

＊

★パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｌ）の場合は、基本のＰＩＵのみ使用可能です。

※以降の説明は、主装置設定 を選択した場合を示します。ファイル作成 を選択した場合は、操作２、３は省
略され、『工事者用メニュー画面』となります。また、操作４以降（主装置データアップロード）は操作できません。

２．プログラムの起動～主装置データアップロード

本プログラムを起動すると『メイン画面』が表示される。

●各ボタンの説明

主装置を接続して、データ設定や短縮データのアップ主装置設定 …
ロードや、変更、ダウンロードを行う。

★ 主装置設定 を選択したとき、パスワード入力後は『メイン画面』に

戻るまで、電話機からの電子電話帳登録ができなくなります。

主装置を接続せず、事前にデータ設定や短縮データファイル作成 …
のファイルを作成、変更するときなどに使用する。

公衆回線経由で、データ設定や短縮データのリリモートサービス …
モートサービスを行う。（詳細は、第３部を参照）

主装置のプログラムをバージョンアップするときにプログラム更新 …
使用します。別途、バージョンアップソフト（ｉＺ／「」）の購入が必要で

す。操作方法の詳細は、バージョンアップソフト（ｉＺ／「」）に添付の説明

書を参照してください。

１

『メイン画面』で 主装置設定 をクリックすると、『COMポート
選択画面』となる。

パソコン側のCOMポートを選択して ＯＫ をクリックする。

※COMポートは「COM1」～「COM8」まで選択できます。

※COMポートがオープンできない場合は『COMポートオープンエラー画
面』が表示されます。

OK をクリックすると『COMポート選択画面』に戻りますので、接続等

を確認して操作をやり直してください。

２

『パスワード入力画面』となるので、主装置側のコマンド ０００に

＊

設定されているパスワード４桁を入力し、 ＯＫ をクリックする。

※パスワードは半角数字を使用します。

３
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★アップロード中は、パソコン側で他のアプリケーションを使用しないでください。通信エラーとなることがあ
ります。（特に、「デフラグ（ディスクの最適化）」は絶対に行わないでください。デフラグ中にアップロードし
たデータを主装置にダウンロードすると、システムが使用不可となり主装置の初期化が必要です。）

★アップロード中に電話機を使用することもできますが、電話機の使用頻度が高くなると通信エラーとなるこ
とがあります。 通信エラーとなった場合は、アップロードをやり直してください。 また、電話機側でデータ
設定やプログラマブルキーの登録操作など、設定に関係する操作は絶対に行わないでください。

※上記以外の場合でもエラーとなることがあります。

●エラーとなった場合は…

エラー画面（「ポートステータスチェックエラー発生」や「受信タイムアウトエラー発生」）の ＯＫ をクリック
し、『メイン画面』（Ｐ２-２参照）まで戻ってからアップロードをやり直してください。

◆パソコンのスペック不足やメモリに多くのアプリケーションが常駐しているとエラーが発生しやすくなります。他のアプリケ
ーションを終了したり、［画面のプロパティ］の［設定］タブでディスプレイの色を減らすることで回避できる場合があります。

◆上記の対策を行っても、「受信タイムアウトエラー発生」、「CE_OVERRUNエラー発生」が多発するパソコンは、下記の設定
を行ってください。

■Windows 98SE、Windows ME の場合R R

［マイコンピュータ］⇒［コントロールパネル］⇒［システム］⇒［デバイス マネージャ］⇒使用する通信ポートを選択
⇒［プロパティ］⇒［ポートの設定］⇒［詳細設定］⇒受信バッファを「低」の位置に設定

■Windows 2000、Windows XP の場合R R

［マイコンピュータ］⇒［コントロールパネル］⇒［パフォーマンスとメンテナンス］（Windows XPの「カテゴリ表示」時のみ）R

⇒［システム］⇒［ハードウェア］⇒［デバイス マネージャ］⇒使用する通信ポートを選択⇒［プロパティ］
⇒［ポートの設定］⇒［詳細設定］⇒受信バッファを「低」の位置に設定

『工事者用メニュー画面』が表示される。

主装置ﾃﾞｰﾀｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ をクリックする。

●各ボタンの説明

… ユーザーの会社名や電話番ユーザー情報設定

号等の情報を登録します。（ファイルに登録情報を付加し
ます。）

…パソコン上にあるデータシステムデータシート印刷

設定、システム短縮、電話機毎短縮の各データをプリン
トアウトします。

… 主装置側のデータ設定、短主装置ﾃﾞｰﾀｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ
縮データをパソコン側にアップロードします。

… パソコン側のデータ設定、主装置ﾃﾞｰﾀﾀ ﾞｳﾝﾛｰﾄ ﾞ
短縮データを主装置側にダウンロードします。

…パソコン上でデータ設定の変更、データデータ設定

設定ファイルの保存、データ設定ファイルの読み込みを行います。

…パソコン上でシステム短縮の設定／変更、システム短縮ファイルの保存、システム短縮ファイルのシステム短縮設定

読み込みを行います。

…パソコン上で電話機毎短縮の設定／変更、電話機毎短縮ファイルの保存、電話機毎短縮ファイル電話機毎短縮設定
の読み込みを行います。

★新規工事以外の場合は、必ず「主装置データ
アップロード」を行ってください。

４

『主装置データアップロード確認画面』となるので、アップロー
ドを開始してよい場合は OK をクリックする。

★中断できないので注意してください。

※ キャンセル をクリックすると、『工事者用メニュー画面』に戻ります。

※アップロードを開始すると『データ通信実行中画面』が表示され、イン
ジケータにアップロードの進行状況が表示されます。

アップロードが完了すると『主装置データアップロードの終了
画面』が表示されるので、 OK をクリックする。

『工事者用メニュー画面』に戻ります。

５

ご注意
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本設定を行っておくと、データ設定、システム短縮、電話機毎短縮のファイルに、お客様の会社名や電話番号等の
情報も保存することができます。

◆以前に保存したファイルを読み込むと、『ユーザー情報設定画面』で設定した情報が表示されます。
◆パソコンリモートサービス（第３部参照）も行う主装置の場合は、「ユーザー電話番号」欄に、お客様の主装置に
設定したPCリモート用外線に対応する電話番号またはダイヤルイン番号（コマンド ０３４で設定）を必ず設定し

＊

てください。（「ユーザー情報設定」で登録した電話番号に自動的に発信します。）

★主装置のＲＯＭ版数３－１版以降で、ISDN回線同士でパソコンリモートサービスを行う場合は、サブアドレス
を利用することが可能ですので、コマンド ０３４に対応した電話番号を入力する必要はありません。

＊

下記手順で行います。（『工事者用メニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ２-２を参照してください。）

３．ユーザー情報設定

『工事者用メニュー画面』で、ユーザー情報設定 を

クリックする。１

必要事項を記入し、 登録 をクリックする。

各欄は下記の範囲内で入力してください。
お客様の名前や電話番号等の情報を入力しておきます。
（データ設定内容には影響しません。）

●ユーザー名：全角12文字（半角24文字）まで
お客様の会社名等を入力してください。

●担当者名：全角12文字（半角24文字）まで
ユーザーが会社等で担当の方がいる場合は、担当の方
の名前等を入力してください。

●電話番号：半角数字
パソコンリモートサービスも行う場合は、PCリモート用の電
話番号を入力してください。
★主装置のROM版数3-1版以降でISDN外線同士のPCリ
モートを行う場合は、下記登録でも可能：
電話番号(コマンド ０３４以外も可)＋＊ ＋PCリモー

＊

(注)

ト用サブアドレス5桁（０＋コマンド 000のパスワード）

＊

●設置年月日：全角12文字（半角24文字）まで
●設置メモ：全角36文字（半角72文字）まで

（注）＊はサブアドレスの区切りです。接続するTAの仕様に従ってください。改行も全角1文字とみなします。

ROM版数3-1版よりPCリモート用
サブアドレスの入力が可能
●PCリモートサブアドレス(5桁)：
0+コマンド 000のパスワード

＊

●ISDN外線同士のPCリモートの
み適用

改行する場合は Ctrl ＋ J

または Ctrl ＋ Enter

２

『工事者用メニュー画面』に戻る。
３
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システムデータの設定や変更、ファイル保存やファイル読込ができます。
下記手順で行います。（『工事者用メニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ２-２を参照してください。）

４．データ設定

『工事者用メニュー画面』で、 データ設定 をクリッ

クする。

『メニュー選択画面』となる。

●各ボタンの説明

… 事前設定したデータ設定ファイルやバックアファイルデータ読込

ップしたデータ設定ファイルを読み込みます。

… パソコン上にあるデータ設定内容をファイルファイルデータ保存

保存します。

… パソコン上でデータ設定を変更します。詳細設定

… 『工事者用メニュー画面』に戻ります。戻る

（１） ファイルデータ読込 をクリックした場合

既に作成済のファイルを修正するときは、「詳

細設定」を行う前に「ファイルデータ読込」を行

ってください。

読み込みたいファイルを選択して 開く(O)

をクリックするか、読み込みたいファイルをダ

ブルクリックします。

（２） ファイルデータ保存 をクリックした場合

ファイル名を入力して 保存(S) をクリックし

ます。

現在パソコン上にあるデータ設定内容がファ
イル保存されます。

※お客様毎にファイルフォルダを作ると管理
しやすくなります。

※データ設定、システム短縮、電話機毎短
縮、共に同一ファイル形式となりますので、

後でわかるように必ず名前を分けてファイ

ル名を付けてください。（例：ユーザ名＋デ
ータ設定、データ、等）

２

１
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操作２の『メニュー選択画面』

で 詳細設定 をクリックす

ると、『データ設定画面』とな

る。

データ設定コマンド区分毎にタブ
が分かれています。変更したいコ

マンドのタブやボタンを選択しま

す。

★電話機からの入力と異な
り、重複設定できないデー

タも入力することができま
すので、登録 をクリック
する前に重複設定がない

か必ず確認してください。

３

設定変更を行い、登録 をクリック
する。

※外線01、02の着信種別をダイヤルインに

した例

★DILの設定（ 323、 300）を行っ

＊ ＊
た後、外線着信の各設定で、「デー
タ設定 設定値エラー発生」が表
示された場合は、 642を確認し、

＊

D IL対応電話機（ 323）がDIL外線

＊

のテナントを使用可能か確認してく
ださい。（データ設定マニュアルの
323の説明も参照してください。）

＊

４

全て変更したら、『データ設

定画面』で 戻る をクリッ
クする。

５
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『メニュー選択画面』となるので、ファイルデータ保存 をクリッ
クする。

★データ設定内容の保存に必要な容量は下記のとおりです。

・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｓ）： 約７５０ｋＢ
・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｍ）： 約２．７ＭＢ
・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｌ）： 約２３ＭＢ
※エンハンスによるコマンド追加等が行われる場合がありま

すので、上記容量より増える場合があります。

６

ファイル名を入力して 保存(S) をクリッ

クする。

現在パソコン上にあるデータ設定内容がファイ

ル保存されます。（３章で登録した「ユーザー情
報設定」の内容も一緒に保存されます。）

※お客様毎にファイルフォルダを作ると管理しや
すくなります。

※データ設定、システム短縮、電話機毎短縮、
共に同一ファイル形式となりますので、後でわ

かるように必ず名前を分けてファイル名を付
けてください。（例：ユーザ名＋データ設定、デ

ータ、等）

７

『メニュー選択画面』に戻るので、戻る をクリックする。８

『工事者用メニュー画面』に戻る。

●設定したデータを主装置にダウンロードする場合は…

Ｐ２－１９を参照してください。

●システム短縮や電話機毎短縮を設定する場合は…

ダウンロードする前にシステム短縮や電話機毎短縮の設定/変更を行

ってください。

・システム短縮設定 ⇒Ｐ２-８参照

・電話機毎短縮設定 ⇒Ｐ２-１２参照

●設定したデータを印刷する場合は…

Ｐ２-１５を参照してください。

９
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システム短縮データの設定や変更、ファイル保存やファイル読込ができます。
下記手順で行います。（『工事者用メニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ２-２を参照してください。）

※CSVファイルの読込やCSVファイルでの保存も可能です。 「ファイルの種類(T)」で「csvﾌｧｲﾙ(*.csv)」を選択し

ます。また、Ｐ２-１１も必ず参照してください。

５．システム短縮設定

『工事者用メニュー画面』で、 システム短縮設定 をクリック

する。

『メニュー選択画面』となる。

●各ボタンの説明

… ファイルに保存されているシステム短縮デファイルデータ読込

ータを読み込みます。

… パソコン上にあるシステム短縮データをファファイルデータ保存

イル保存します。

… パソコン上でシステム短縮データを設定／変更します。詳細設定

… 『工事者用メニュー画面』に戻ります。戻る

（１） ファイルデータ読込 をクリックした場合

既に作成済のファイルを修正するときは、「詳

細設定」を行う前に「ファイルデータ読込」を行

ってください。読み込みたいファイルを選択し
て 開く(O) をクリックするか、読み込みた

いファイルをダブルクリックします。

短縮データのファイルを読み込むときは、★
先に「システム短縮設定」の『メニュー画
面』で 詳細設定 をクリックして、「シス
テム短縮メモリ数」を読み込む短縮データ
に合わせてください。 ⇒ Ｐ２-９参照
メモリ数より読み込む短縮データが多い
場合は、メモリ数を超えた短縮データは
読み込めません。

（２） ファイルデータ保存 をクリックした場合

ファイル名を入力して 保存(S) をクリックし

ます。
現在パソコン上にあるシステム短縮データが

ファイル保存されます。

※お客様毎にファイルフォルダを作ると管理

しやすくなります。
※データ設定、システム短縮、電話機毎短

縮、共に同一ファイル形式となりますので、

後でわかるように必ず名前を分けてファイ
ル名を付けてください。（例：ユーザ名＋シ

ステム短縮、シス短、等）

２

１
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操作２の『メニュー選択画面』で 詳細設定 をクリックする

と、『詳細システム短縮設定画面』となる。

●各ボタンの説明

… システム短縮のメモリ数を変更します。メモリ数変更

… 短縮データの設定/変更を行います。編集

… 『メニュー選択画面』に戻ります。戻る

●各フィールドの説明

… 空きのシステム短縮数を表示します。・システム短縮登録残数

現在のシステム短縮メモリ数を表示します。・システム短縮メモリ数…

… 空き短縮番号の最若番を表示します。短縮番号を・短縮番号
入力することにより、入力した短縮番号からの設定もできます。

●システム短縮ダイヤルのメモリ数変更方法

①『詳細システム短縮設定画面』の メモリ数変更 をクリックす
ると、『システム短縮メモリ数変更画面』が表示されます。

②変更したいメモリ数を選択し、変更 をクリックします。メモリ数
が変更され、『詳細システム短縮設定画面』に戻ります。

※変更が不要な場合は、キャンセル をクリックすると、メモリ数
を変更せずに『詳細システム短縮設定画面』に戻ります。

※「システム短縮メモリ数」（コマンド 120）は本画面で変更しま

＊

す。「データ設定画面」では変更できません。

★「システム短縮メモリ数」を増やした場合、電話機毎短縮ダイヤルのみ再登録が必要です。

★「システム短縮メモリ数」を減らした場合は、全ての短縮ダイヤルの再登録が必要です。
★「システム短縮メモリ数」を変更した場合は、 ９１１２、 ９１３７の設定が消去されることがあります。

＊ ＊

３

『詳細システム短縮設定画面』で 編集

をクリックすると、『システム短縮ダイヤル

設定画面』となるので、電話番号や相手

名称等を入力する。

入力が完了したら 登録 をクリックする。

電話番号を入力します。半角数字●番号登録：

24文字まで
相手名称を登録します。全角●漢字名称登録：

６文字（半角12文字）まで、英文字は大文字のみ
電話帳検索で使用するカナ名●カナ名称登録：

称を登録します。半角12文字まで、英文字は

大文字のみ
短縮のグループ番号１～７を●グループ登録：

選択します。

※［Tab]キーで各入力項目の移動、[Page Up]/

[Page Down]キーで20行単位の移動が可能で

す。また、スクロールマウスも使用可能です。

★ 戻る をクリックすると、入力した全て
のデータを取り消して『詳細システム短

縮設定画面』に戻ります。

４

『詳細システム短縮設定画面』で、戻る をクリックする。
５
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『メニュー選択画面』となるので、 ファイルデータ保存 をクリ
ックする。

★システム短縮データの保存に必要な容量は下記のとおりです。

・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｓ）： 約４０ｋＢ
・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｍ）： 約６０ｋＢ
・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｌ）： 約６０ｋＢ
※「システム短縮のメモリ数」が最大（６００件または１０００

件）の場合に上記容量となります。

６

ファイル名を入力して 保存(S) をクリッ

クする。

現在パソコン上にあるシステム短縮データ内容

がファイル保存されます。（３章で登録した「ユー
ザー情報設定」の内容も一緒に保存されます。）

※お客様毎にファイルフォルダを作ると管理しや

すくなります。

※データ設定、システム短縮、電話機毎短縮、

共に同一ファイル形式となりますので、後でわ
かるように必ず名前を分けてファイル名を付

けてください。（例：ユーザ名＋システム短縮、
シス短、等）

７

『メニュー選択画面』に戻るので、戻る をクリックする。８

『工事者用メニュー画面』に戻る。

●設定したデータを主装置にダウンロードする場合は…

Ｐ２-１９を参照してください。

●データ設定や電話機毎短縮を設定する場合は…

ダウンロードする前にデータ設定や電話機毎短縮の設定/変更を行っ

てください。

・データ設定 ⇒Ｐ２-５参照

・電話機毎短縮設定 ⇒Ｐ２-１２参照

●設定したデータを印刷する場合は…

Ｐ２-１５を参照してください。

９
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●ＣＳＶファイルを利用するには…

（１）ファイルの作成方法

EXCEL等で作成した電話番号一覧を利用することができます。（システム短縮のみ可能）

※EXCEL等の使用方法は各アプリケーションの説明書等を参照してください。

下記手順で電話番号一覧を作成／編集してください。

①下記に示すフォーマットで電話番号一覧を作成／編集する。
（全てのセルの書式を「文字列」に設定してから作成／編集してください。）

→必ず000から入力

短縮番号、電話番号、カナ名称、漢字名称、グループ番号の文字を上記の順番通りに入力します。●１行目：

０００からの連番を半角数字で入力します。●短縮番号：

データを入力した行は、必ず入力してください。全ての短縮番号を入力する必要はありません。（先頭の000は必須）

※８０メモリの場合は、２桁入力(００～７９）、３桁入力（０００～０７９）の何れも可能です。

電話番号を入力します。半角数字24文字まで。●電話番号：

電話帳検索で使用するカナ名称を 入力します。半角12文字まで、英文字は大文字のみ。●カナ名称： スペースを入れずに

相手名称を 入力します。全角６文字（半角12文字）まで、英文字は大文字のみ。●漢字名称： スペースを入れずに

短縮のグループ番号１～７を半角数字で入力します。●グループ番号：

★入力文字にカンマ「，」は使用しないでください。 また、指定されているセルは必ず入力し、上記以外の
セルにはデータを入力しないでください（住所データ等）。

★指定以外のフォーマットで作成した場合や、上記の入力条件に従わずに作成したファイルは利用でき

ません。 既に作成済の電話番号一覧がある場合は、指定のフォーマットに編集し直してください。

②作成／編集が済んだら、ＣＳＶ形式で保存する。

※CSV形式の他、EXCEL等の通常の型式でもファイル保存することをお勧めします。

CSV形式のファイルをEXCELで読み込んだ場合、電話番号欄の先頭の「０」が削除されますので、後日編
集作業を行う場合は通常の型式で保存したファイルを利用した方が便利です。

（２）本プログラムで保存したCSVファイルの読込方法

EXCELでＣＳＶファイルを直接読み込むと、電話番号欄の先頭の「０」が削除されますので、下記操作を行って

ください。（一旦、txtファイルに変更します。）

①エクスプローラ等で、読み込みたいＣＳＶファイルの拡張子を「txt」に変更する。

②EXCELで拡張子を「txt」に変更したファイルを開く。

③画面の指示に従って、操作する。

を選択します。●元のデータの形式：「カンマやタブなどの区切り文字によってフィールドごとに区切られたデータ」

を選択します。●区切り文字：「カンマ」

全てのデータ項目を にします。●列のデータ形式： 「文字列」

④ 完了（Ｆ） をクリックし、ファイルが開けたら上記（１）に従って編集作業を行う。
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電話機毎短縮データの設定や変更、ファイル保存やファイル読込ができます。
下記手順で行います。（『工事者用メニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ２-２を参照してください。）

６．電話機毎短縮設定

『工事者用メニュー画面』で、電話機毎短縮設定 をクリック
する。

『メニュー選択画面』となる。

●各ボタンの説明

… ファイルに保存されている電話機毎短縮デファイルデータ読込

ータを読み込みます。

… パソコン上にある電話機毎短縮データをフファイルデータ保存

ァイル保存します。

… パソコン上で電話機毎短縮データを設定／変更します。詳細設定

… 『工事者用メニュー画面』に戻ります。戻る

（１） ファイルデータ読込 をクリックした場合

既に作成済のファイルを修正するときは、「詳
細設定」を行う前に「ファイルデータ読込」を行

ってください。

読み込みたいファイルを選択して 開く(O)

をクリックするか、読み込みたいファイルをダ

ブルクリックします。

短縮データのファイルを読み込むときは、★
先に「システム短縮設定」の『メニュー画
面』で 詳細設定 をクリックして、「シス

テム短縮メモリ数」を読み込む短縮データ
に合わせてください。 ⇒ Ｐ２-９参照

（２） ファイルデータ保存 をクリックした場合

ファイル名を入力して 保存(S) をクリックし
ます。

現在PC上にある電話機毎短縮データがファ
イル保存されます。

※お客様毎にファイルフォルダを作ると管理
しやすくなります。

※データ設定、システム短縮、電話機毎短

縮、共に同一ファイル形式となりますので、
後でわかるように必ず名前を分けてファイ

ル名を付けてください。（例：ユーザ名＋電

話機短縮、TEL短、等）

２

１
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操作２の『メニュー選択画面』で 詳細設定 をクリック

すると、『詳細電話機毎短縮設定画面』となる。

●各ボタンの説明

… 短縮データの設定/変更を行います。編集

… 『メニュー選択画面』に戻ります。戻る

●各フィールドの説明

… 現在の電話機毎短縮メモリ数を表・電話機毎短縮メモリ数

示します。

… 空きの電話機毎短縮数を表示します。・電話機毎登録残数

… 短縮を登録する電話機を選択します。・電話機選択

… 空き短縮番号の最若番を表示します。短縮番号・短縮番号

を入力することにより、入力した短縮番号から短縮データの
入力を行うこともできます。

３

『詳細電話機毎短縮設定画面』で、登録

する電話機を選択してから 編集 をク

リックすると、『電話機毎短縮ダイヤル設

定画面』となるので、電話番号や相手名

称等を入力する。

入力が完了したら 登録 をクリックす

る。

電話番号を入力します。半角数●番号登録：
字24文字まで

相手名称を登録します。全●漢字名称登録：

角６文字（半角12文字）まで、英文字は大文
字のみ

電話帳検索で使用するカナ●カナ名称登録：

名称を登録します。半角12文字まで、英文
字は大文字のみ

※［Tab]キーで各入力項目の移動が可能です。

★ 戻る をクリックすると、入力した全
てのデータを取り消して『詳細電話機

毎短縮設定画面』に戻ります。

４

『詳細電話機毎短縮設定画面』となる。

他の電話機の短縮を登録するときは、電話機を選択し
てから 編集 をクリックする。（操作４に戻る）

他に登録する電話機がないときは、戻る をクリック
する。

５
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『メニュー選択画面』となるので、 ファイルデータ保存 をクリ
ックする。

★電話機毎短縮データの保存に必要な容量は下記のとおりです。

・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｓ）： 約１５ｋＢ
・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／M）： 約２５ｋＢ
・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｌ）： 約１１０ｋＢ
※「システム短縮のメモリ数」が８０件の場合に上記容量とな

ります。

６

ファイル名を入力して 保存(S) をクリ

ックする。

現在パソコン上にある電話機毎短縮データ内容

がファイル保存されます。（３章で登録した「担当
者設定」の内容も一緒に保存されます。）

※お客様毎にファイルフォルダを作ると管理し

やすくなります。

※データ設定、システム短縮、電話機毎短縮、

共に同一ファイル形式となりますので、後で
わかるように必ず名前を分けてファイル名を

付けてください。（例：ユーザ名＋電話機短
縮、ＴＥＬ短、等）

７

『メニュー選択画面』に戻るので、戻る をクリックする。８

『工事者用メニュー画面』に戻る。

●設定したデータを主装置にダウンロードする場合は…

Ｐ２-１９を参照してください。

●データ設定やシステム短縮を設定する場合は…

ダウンロードする前にデータ設定やシステム短縮の設定/変更を行って

ください。

・データ設定 ⇒Ｐ２-５参照

・システム短縮設定 ⇒Ｐ２-８参照

●設定したデータを印刷する場合は…

Ｐ２-１５を参照してください。

９
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パソコンに接続したプリンタでデータ設定や短縮の設定内容を印刷できます。
下記手順で行います。（『工事者用メニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ２-２を参照してください。）

※以降のページでは、プレビュー表示 を選択した場合と ダイアログ表示 を選択した場合とに分けて説明し

ます。（印刷実行 を選択した場合は、説明を省略します。）

７．システムデータシート印刷

『工事者用メニュー画面』で、 システムデータシート印刷 をク

リックする。１

『システムデータシート印刷選択画面』となるので、印刷したい

内容のボタンをクリックする。

●各ボタンの説明

… パソコン上にあるデータ設定内容を印刷しまデータ設定印刷

す。

… パソコン上にあるシステム短縮データを印刷システム短縮印刷

します。

… パソコン上にある電話機毎短縮データを印電話機毎短縮印刷

刷します。

… 『工事者用メニュー画面』に戻ります。キャンセル

２

『印刷種別選択画面』となります。

●各ボタンの説明

… 印刷プレビューを表示してから印刷することができプレビュー表示

ます。また、ページを指定して印刷することもできます。

（詳細はＰ２-１６参照）

※プリンタの指定はできません。「通常使うプリンタ」に設定されているプ

リンタで印刷します。

※印刷部数は指定できません。印刷部数は1部のみです。

※２ページ分が横並びで印刷されます。

… プリンタや印刷方法、印刷部数を指定してから印ダイアログ表示

刷することができます。（詳細はＰ２-１７参照）

※ページを指定して印刷することはできません。全ページを印刷します。

… 印刷を実行します。印刷実行

※プリンタの指定はできません。「通常使うプリンタ」に設定されているプ

リンタで印刷します。
※ページを指定して印刷することはできません。全ページを印刷します。

※２ページ分が横並びで印刷されます。

… 『システムデータシート印刷選択画面』に戻ります。戻る

※「分類」欄は、「パソコンデータ設定用プ
ログラム（ｉＺ／Ｌ）で「データ設定印刷」を
選択したときのみ表示されます。
プルダウンメニューから印刷したいコマ
ンド分類を選択してから各ボタンをクリッ
クしてください。

３
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■ プレビュー表示 を選択した場合

『印刷種別選択画面』で プレビュー表示 をクリックすると、『プレビュー画面』となる。

※プレビュー画面上で左クリックすると拡大表示、右クリックすると縮小表示することができます。

※パソコンの能力によっても異なりますが、各ボタンの操作ができるまで、しばらく時間がかかります。

●各ボタンの説明

… プレビューを終了します。 … 先頭のページを表示します。

… １ページ毎に表示します。 … 前ページを表示します。

… 左右に２ページ表示を行います。 … 次ページを表示します。

… 印刷を行います。 … 最終のページを表示します。

４

『プレビュー画面』の 印刷 をクリックすると、『印

刷画面』となるので、印刷方法を選択し、 印刷(P)

をクリックする。

印刷を行わないときは、キャンセル をクリックしてください。

★「現在のページを印刷（Ｎ）」を選択した場合、プレビュー画

面で２ページ表示をしていても、左側に表示されているペ
ージのみ印刷されます。

『印刷中画面』が表示されます。

印刷が終了したら、『プレビュー画面』の 終了
をクリックすると、『印刷種別選択画面』に戻りま
す。

５
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■ ダイアログ表示 を選択した場合

『印刷種別選択画面』で ダイアログ表示 をクリックすると、『プリンタ選択画面』となる。

注：画面表示はプリンタによって若干異なります。

●各フィールドの説明

… 印刷に使うプリンタを選択します。（複数のプリンタが使用可能なとき）・プリンタ（Ｐ）

印刷部数を指定します。・部数（Ｎ）…

出力方法を変更するときに使用します。チェックを入れると プロパティ（Ｓ） が有効になりますの・出力用紙指定（Ｏ）…
で、プリンタのプロパティが設定可能になります。

※プリンタのプロパティでマルチ印刷（２ページ分の割付等）を行う場合も、本画面で印刷方向や縮小拡大（用紙フィット）の
設定等が必要になります。どのように印刷されるか、ページ数の少ない「電話機毎短縮印刷」で事前に試してください。

プリンタで複数の給紙方法が可能なときに選択できます。・給紙（Ｂ）…

「出力用紙指定（Ｏ）」にチェックを入れたときに有効です。通常は１枚に１ページ分を印刷しますが、マ・マルチ印刷（Ｍ）…
ルチ印刷を指定すると、１枚に２ページ分を印刷します。

<参考>

マルチ印刷で１枚に２ページ分を印

刷するときは、下記の設定をしてくだ
さい。

・「出力用紙指定（０）」をチェック
・マルチ印刷（Ｍ）：「横方向（Ｏ）」

・印刷方向：「横印刷（Ｄ）」
・拡大縮小：「ＯＮ（Ｅ）」

・位置合わせ：「左上（Ｇ）」

・「用紙フィット（Ｊ）」を指定

４

『印刷種別選択画面』で ＯＫ をクリックすると

印刷が開始され、『印刷中画面』が表示される。

途中で印刷を中止するときは、印刷中止（Ｃ） をクリック
してください。

印刷が終了すると『印刷種別選択画面』に戻りま
す。

５



2-18

『印刷種別選択画面』で 戻る をクリックする。

※「分類」欄は、「パソコンデータ設定用プ
ログラム（ｉＺ／Ｌ）で「データ設定印刷」を
選択したときのみ表示されます。

６

『工事者用メニュー画面』に戻る。８

『システムデータシート印刷選択画面』となる。

他に印刷したい内容があれば、該当するボタンをクリックし、操
作３から繰り返します。
他に印刷したい内容がなければ、 キャンセル をクリックしま
す。

７
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パソコン上にあるデータ設定、システム短縮データ、電話機毎短縮データを一括で主装置にダウンロードします。
★項目毎にダウンロードすることはできませんので、必要な設定を全て完了させてからダウンロードしてください。

下記手順で行います。（『工事者用メニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ２-２を参照してください。）

８．主装置データダウンロード～プログラムの終了

『工事者用メニュー画面』で、主装置ﾃﾞｰﾀﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ をクリックする。

★新規工事以外の場合は、必ず「主装置データアップロー
ド」を先に行ってください。⇒Ｐ２－３参照
「主装置データアップロード」を行っていない場合は、下記
の操作を行ってください。

①変更/作成を行ったデータ設定、システム短縮設定、電話機毎短
縮設定のファイル保存（未実施の場合）

⇒Ｐ２-５、２-８、２-１２参照

②「主装置データアップロード」の実行 ⇒Ｐ２-３参照

③データ設定、システム短縮設定、電話機毎短縮設定のファイル
読込（①で保存したもの）
⇒Ｐ２-５、２-８、２-１２参照
※アップロードしたデータを一部修正する場合は、「ファイルデー
タ読込」は行わずにアップロードしたデータをそのまま修正し
てください。ファイルを読み込むと、アップロードしたデータが
読み込んだファイルのデータに置き換えられます。

④「主装置データダウンロード」の実行

１

『主装置データダウンロード確認画面』となるので、ダウンロー

ドを開始してよい場合は ＯＫ をクリックする。

★中断できないので注意してください。

※ キャンセル をクリックすると、『工事者用メニュー画面』に戻ります。

※ダウンロードを開始すると、『データ通信実行中画面』が表示され、イン
ジケータにダウンロードの進行状況が表示されます。

ダウンロードが完了すると『主装置データダウンロードの終了
画面』が表示されるので、 OK をクリックする。

『工事者用メニュー画面』に戻ります。

２

★ダウンロード中は、パソコン側で他のアプリケーションを使用しないでください。通信エラーとなることがあ
ります。（特に、「デフラグ（ディスクの最適化）」は絶対に行わないでください。デフラグ中にダウンロードす
ると、システムが使用不可となりシステムの初期化が必要です。）
★ダウンロード中に電話機を使用することもできますが、電話機の使用頻度が高くなると通信エラーとなるこ
とがあります。通信エラーとなった場合は、ダウンロードをやり直してください。 また、電話機側でデータ
設定やプログラマブルキーの登録操作など、設定に関係する操作は絶対に行わないでください。
※上記以外の場合でもエラーとなることがあります。

●エラーとなった場合は…
エラー画面（「ポートステータスチェックエラー発生」や「受信タイムアウトエラー発生」）の ＯＫ をクリック

必ず、ダウンロードを最し、『メイン画面』（Ｐ２-２参照）まで戻ってからダウンロードをやり直してください。

後まで完了させてください。途中で中止した場合、主装置側のデータが不完全のままとなり、正常に動作
しなくなります。
◆パソコンのスペック不足やメモリに多くのアプリケーションが常駐しているとエラーが発生しやすくなります。他のアプリケ
ーションを終了したり、［画面のプロパティ］の［設定］タブでディスプレイの色を減らすることで回避できる場合があります。

◆上記の対策を行っても、「受信タイムアウトエラー発生」、「CE_OVERRUNエラー発生」が多発するパソコンは、下記の設定
を行ってください。

■Windows 98SE、Windows ME の場合R R

［マイコンピュータ］⇒［コントロールパネル］⇒［システム］⇒［デバイス マネージャ］⇒使用する通信ポートを選択
⇒［プロパティ］⇒［ポートの設定］⇒［詳細設定］⇒受信バッファを「低」の位置に設定

■Windows 2000、Windows XP の場合R R

［マイコンピュータ］⇒［コントロールパネル］⇒［パフォーマンスとメンテナンス］（Windows XPの「カテゴリ表示」時のみ）R

⇒［システム］⇒［ハードウェア］⇒［デバイス マネージャ］⇒使用する通信ポートを選択⇒［プロパティ］
⇒［ポートの設定］⇒［詳細設定］⇒受信バッファを「低」の位置に設定

ご注意
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『工事者用メニュー画面』に戻ります。

作業が全て終了の場合は、終了 をクリックする。３

『メイン画面』が表示されるので、終了 をクリックする。
４

『終了確認画面』で はい(Y) をクリックする。

※ いいえ(N) をクリックすると『メイン画面』に戻ります。
５

★プログラマブルキーの設定（プログラマブルキーの一括設定、RECU再生ボタンの自動割り付けを含む）、ストレ
ートラインＤＩの設定、バーチャルラインの設定等、ボタンの割付が変更になる設定を行った場合は、ランプ残り
が発生することがありますが、故障ではありません。システムの再立ち上げを行うと正常に戻ります。
また、会議通話数の変更を行った場合も、ダウンロード終了後にシステムの再立ち上げが必要です。
下記の操作を行ってください。

①主装置の電源スイッチをＯＦＦにする。 ⇒ ②約１０秒経過後に電源スイッチをＯＮにする。

ご注意



2-21

主装置の故障により主装置交換を行うときは、以下の手順で行ってください。
※CCU基板を交換する場合は、②と③の間でCCU基板を交換してください。

①故障した主装置の電源を入れ、プログラマブルキーの設定内容を「システムデータシート」に記録する。
（ROM版数2-1版以降の主装置はプログラマブルキーのアップロードが可能ですので、記録は不要です。）

②故障した主装置にパソコンを接続し、本プログラムで主装置のデータをアップロードする。⇒Ｐ２-２参照
★ｉコマンドのみで設定可能なデータ（⇒Ｐ１－３参照）や、ＤＳＳ／ＢＬＦ、ワンタッチダイヤル、ボックスボタン、
内線名称、ボイスメモ機能ボタンは紙などにに記録してください。

★アップロードしたデータをそのまま代品の主装置にダウンロードしますので、本プログラムを終了させないで
ください。

③代品の主装置のバッテリーバックアップスイッチをＯＮにし、主装置の電源を入れる。

④代品の主装置にパソコンを接続する。⇒Ｐ２-２参照

⑤本プログラムの『メイン画面』（Ｐ２-２参照）まで戻る。
★アップロードしたデータをそのまま代品の主装置にダウンロードしますので、本プログラムを終了させないで
ください。

⑥代品の主装置に②で読み込んだデータをダウンロードする。⇒Ｐ２-１９参照

⑦代品の主装置にカレンダー、時計の設定を行う。⇒主装置の取扱説明書参照（ｉ＋５、ｉ＋６）

９．主装置交換時の処置方法

★故障した主装置の電源が立ち上がらない場合は、データのアップロードを行うことができませんので、設置

工事が完了したら必ず下記の作業を行っておいてください。

（１）データ設定のファイル保存

（２）システム短縮のファイル保存

（３）電話機毎短縮のファイル保存

（４）「システムデータシート」への記入（特に が記入されているコマンド）

★下記のデータ（ファイル保存できないデータ）は本プログラムで保存できませんので、紙などに記録してお

いてください。

（１）「工事・保守マニュアル（２．データ設定マニュアル編）」、「コマンド説明」のコマンド欄に が

記載されているコマンド（ 034、 035を除く）

＊ ＊

（２）ｉコマンドのみで設定可能なデータ（⇒Ｐ１-３参照）や、ＤＳＳ／ＢＬＦ、ワンタッチダイヤル、ボックスボ

タン、内線名称、ボイスメモ機能ボタン、多機能コンソールの２５～３２ボタン（奥側の８個のボタン）

（３）設置後に変更されたデータ

★多機能コンソールを使用している場合は、下記の点に注意してください。

（１）データ設定のファイル保存を行うときは、最新の「パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｍ）」、「パ

ソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｌ）」を使用してください。古いバージョンの「パソコンデータ設

定用プログラム（ｉＺ／Ｍ）」、「パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｌ）」で保存したデータ設定のフ

ァイルを読み込んだ場合は、コマンド ８３０の再設定が必要です。

＊

※最新の「パソコンデータ設定用プログラム」＝Ver.4.1.0.X以降

（２）主装置の種類を変更する場合（中容量→大容量）は、コマンド ８３０の再設定が必要です。

＊

ご注意
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本プログラムは、以下の流れで操作してください。

＊1：発信先の電話番号を抽出するために使用します。対象となる主装置のデータ設定または短縮データのファイルで、PCリモート
用の電話番号が登録（ユーザー情報設定で登録）されているものが必要です。

＊2：必要なものを保存してください。

★初期状態でない主装置の場合は、必ず実行してください。＊3：初期状態の主装置にダウンロードする場合は不要です。

＊4：主装置からアップロードしたデータを変更します。

＊5：主装置にダウンロードするファイルがあるときにのみ、ファイルを読み込みます。

★初期状態でない主装置の場合は、ファイルを読み込まずアップロードしたデータを変更してください。

＊6：読み込んだファイル、または主装置からアップロードしたデータを変更します。（必要時）

■ 第３部 《パソコンリモートサービス編》

１．本プログラムの操作の流れ

［１］主装置からパソコン側にデータをアップロードす
る（設定済のファイル がない場合）＊1

⇒Ｐ３-２参照①プログラム起動
⇒Ｐ３-２参照②「リモートサービス」を選択
⇒Ｐ３-３参照③「ユーザー情報設定」を実行

④「リモート主装置データアップロード」、または

「リモート短縮データアップロード」の実行
⇒Ｐ３-４参照

＊2⑤ファイル保存
⇒Ｐ３-８参照・データ設定
⇒Ｐ３-１１参照・システム短縮設定
⇒Ｐ３-１４参照・電話機毎短縮設定

［２］主装置からパソコン側にデータをアップロードす
る（設定済のファイル がある場合）＊1

⇒Ｐ３-２参照①プログラム起動
⇒Ｐ３-２参照②「リモートサービス」を選択
⇒Ｐ３-８参照③設定済ファイル読込＊1

⇒Ｐ３-８参照・データ設定
⇒Ｐ３-１１参照・システム短縮設定
⇒Ｐ３-１４参照・電話機毎短縮設定

④「リモート主装置データアップロード」、または
「リモート短縮データアップロード」の実行
⇒Ｐ３-４参照

＊2⑤ファイル保存
⇒Ｐ３-８参照・データ設定
⇒Ｐ３-１１参照・システム短縮設定
⇒Ｐ３-１４参照・電話機毎短縮設定

［３］主装置にデータ設定をダウンロードする

（設定済のファイル がない場合）＊1

⇒Ｐ３-２参照①プログラム起動
⇒Ｐ３-２参照②「リモートサービス」を選択
⇒Ｐ３-３参照③「ユーザー情報設定」の実行

＊3④「リモート主装置データアップロード」の実行
⇒Ｐ３-４参照

⑤PCでのデータ作成/変更 、＊4

⇒Ｐ３-８参照ファイル保存
⑥「リモート主装置データダウンロード」の実行
⇒Ｐ３-１９参照

［４］主装置にデータ設定をダウンロードする

（設定済のファイル がある場合）＊1

⇒Ｐ３-２参照①プログラム起動
⇒Ｐ３-２参照②「リモートサービス」を選択
⇒Ｐ３-８参照③設定済ファイル読込＊1

＊3④「リモート主装置データアップロード」の実行
⇒Ｐ３-４参照

⑤データ設定ファイル読込 、＊5
＊6PCでのデータ作成/変更

⇒Ｐ３-８参照ファイル保存
⑥「リモート主装置データダウンロード」の実行
⇒Ｐ３-１９参照

［５］主装置に短縮データをダウンロードする
（設定済のファイル がない場合）＊1

⇒Ｐ３-２参照①プログラム起動
⇒Ｐ３-２参照②「リモートサービス」を選択
⇒Ｐ３-３参照③「ユーザー情報設定」の実行

＊3④「リモート短縮データアップロード」の実行
⇒Ｐ３-４参照

⑤PCでの短縮データ作成/変更 、ファイル保存＊4

⇒Ｐ３-１１参照・システム短縮設定
⇒Ｐ３-１４参照・電話機毎短縮設定

⑥「リモート短縮データダウンロード」の実行
⇒Ｐ３-１９参照

［６］主装置に短縮データをダウンロードする
（設定済のファイル がある場合）＊1

⇒Ｐ３-２参照①プログラム起動
⇒Ｐ３-２参照②「リモートサービス」を選択
⇒Ｐ３-１１参照③設定済ファイル読込＊1

＊3④「リモート短縮データアップロード」の実行
⇒Ｐ３-４参照

⑤短縮データファイル読込 、＊5

PCでの短縮データ作成/変更 、ファイル保存＊6

⇒Ｐ３-１１参照・システム短縮設定
⇒Ｐ３-１４参照・電話機毎短縮設定

⑥「リモート短縮データダウンロード」の実行
⇒Ｐ３-１９参照
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●事前確認
（１）主装置側のデータ設定コマンドは設定されているか？（ ０３４、 ０３５）

＊ ＊

※設定されていない場合は、パソコンリモートサービスはできません。
★主装置のＲＯＭ版数３－１版以降で、ISDN回線同士でパソコンリモートサービスを行う場合は、サブアドレ
スを利用することが可能ですので、コマンド ０３４、 ０３５は不要です。また、発信側・着信側は任意の

＊ ＊

外線を使用できます。

（２）パソコンのモデムはコマンド ０３５で設定した回線に接続されているか？（ISDN回線の場合は、TA等のア

＊

ナログポートにパソコンのモデムを接続する。）

２．プログラムの起動

本プログラムを起動すると『メイン画面』が表示される。

●各ボタンの説明

主装置を接続して、データ設定や短縮データのアップ主装置設定 …
ロードや、変更、ダウンロードを行う。（詳細は、第２部を参照）

主装置を接続せず、事前にデータ設定や短縮データファイル作成 …
のファイルを作成、変更するときなどに使用する。

公衆回線経由で、データ設定や短縮データのリリモートサービス …
モートサービスを行う。

主装置のプログラムをバージョンアップするときにプログラム更新 …
使用します。別途、バージョンアップソフト（ｉＺ／「」）の購入が必要で

す。操作方法の詳細は、バージョンアップソフト（ｉＺ／「」）に添付の説明

書を参照してください。

１

『メイン画面』で リモートサービス をクリックすると、『ＰＣリモートメニュー画面』となる。

●各ボタンの説明（ＰＣリモート専用）

… リモートサービスで主装置側ﾘﾓｰﾄ主装置ﾃﾞｰﾀｱｯﾌ ﾟﾛｰﾄ ﾞ
のデータ設定内容をパソコン側にアップロードします。

… リモートサービスでパソコン側ﾘﾓｰﾄ主装置ﾃﾞｰﾀﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ
のデータ設定内容を主装置側にダウンロードします。

… リモートサービスで主装置側のシﾘﾓｰﾄ短縮ﾃﾞｰﾀｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ
ステム短縮および電話機毎短縮データをパソコン側にアップロー

ドします。

… リモートサービスでパソコン側のﾘﾓｰﾄ短縮ﾃﾞｰﾀﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ

システム短縮および電話機毎短縮データを主装置側にダウンロ

ードします。

●各ボタンの説明（ＰＣデータ設定と同一機能のもの）

… ユーザーの会社名や電話番号等の情ユーザー情報設定
報を登録します。（ファイルに登録情報を付加します。）

… パソコン上にあるデータ設定、システムデータシート印刷
システム短縮、電話機毎短縮の各データをプリントアウトします。

… パソコン上でデータ設定の変更、データ設定ファイルの保存、データ設定ファイルの読み込みを行いまデータ設定
す。

… パソコン上でシステム短縮の登録／変更、システム短縮ファイルの保存、システム短縮ファイルシステム短縮設定
の読み込みを行います。

… パソコン上で電話機毎短縮の登録／変更、電話機毎短縮ファイルの保存、電話機毎短縮ファイ電話機毎短縮設定
ルの読み込みを行います。

２
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パソコンリモートサービスを行う場合、「ユーザー情報設定」で登録した電話番号に自動的に発信します。
登録する電話番号は、お客様の主装置に設定したPCリモート用外線に対応する電話番号またはダイヤルイン番

号（コマンド ０３４で設定）を必ず設定してください。

＊

★主装置のＲＯＭ版数３－１版以降で、ISDN回線同士でパソコンリモートサービスを行う場合は、サブアドレスを
利用することが可能ですので、コマンド ０３４に対応した電話番号を入力する必要はありません。

＊

※ユーザー情報（ＰＣリモートサービス用の電話番号が登録されていること）が保存されているデータ設定、システム短縮、電話機毎
短縮の何れかのファイルを読み込んだときは、本設定は不要です。

下記手順で行います。（『工事者用メニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ３-２を参照してください。）

３．ユーザー情報設定

『ＰＣリモートメニュー画面』で、 ユーザー情報設定 を
クリックする。１

『ＰＣリモートメニュー画面』に戻る。３

必要事項を記入し、 登録 をクリックする。

各欄は下記の範囲内で入力してください。
お客様の名前や電話番号等の情報を入力しておきます。
（データ設定内容には影響しません。）

●ユーザー名：全角12文字（半角24文字）まで
お客様の会社名等を入力してください。

●担当者名：全角12文字（半角24文字）まで
ユーザーが会社等で担当の方がいる場合は、担当の方
の名前等を入力してください。

●電話番号：半角数字
PCリモート用の電話番号を入力してください。
★主装置のROM版数3-1版以降でISDN外線同士のPCリ
モートを行う場合は、下記登録でも可能：
電話番号(コマンド ０３４以外も可)＋＊ ＋PCリモー

＊

(注)

ト用サブアドレス5桁（０＋コマンド 000のパスワード）

＊

●設置年月日：全角12文字（半角24文字）まで
●設置メモ：全角36文字（半角72文字）まで

（注）＊はサブアドレスの区切りです。接続するTAの仕様に従ってください。改行も全角1文字とみなします。

ROM版数3-1版よりPCリモート用
サブアドレスの入力が可能
●PCリモートサブアドレス(5桁)：
0+コマンド 000のパスワード

＊

●ISDN外線同士のPCリモートの
み適用

改行する場合は Ctrl ＋ J

または Ctrl ＋ Enter

２
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主装置のデータ設定、短縮データをリモートサービスによってパソコンにアップロードします。

※データ設定、短縮データ（システム短縮および電話機毎短縮）は個別にアップロードします。

※アップロードを行う前に下記の何れかを行う必要があります。
・「ユーザー情報設定」でユーザー名や電話番号を登録する。（Ｐ３-３参照）

・ユーザー情報（ＰＣリモートサービス用の電話番号が登録されていること）が保存されているデータ設定、システム短縮、電話機毎

短縮の何れかのファイルを読み込む。（Ｐ３-８、Ｐ３-１１、Ｐ３-１４参照）

下記手順で行います。（『ＰＣリモートメニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ３-２を参照してください。）

４．リモート主装置データアップロード／リモート短縮データアップロード

『ＰＣリモートメニュー画面』で、下記の何れかのボタンをクリック
する。

… リモートサービスで主装置側のデーﾘﾓｰﾄ主装置ﾃﾞｰﾀｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ
タ設定内容をパソコン側にアップロードするとき

… リモートサービスで主装置側のシステﾘﾓｰﾄ短縮ﾃﾞｰﾀｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ
ム短縮および電話機毎短縮データをパソコン側にアップロードするとき

★初期状態でない主装置に「リモート主装置データダウンロ
ード」を行うときは、必ず「リモート主装置データアップロー

ド」を先に行ってください。

１

『リモート主装置データアップロード確認画面』または『リモート短
縮データアップロード確認画面』が表示される。

これからアップロードしようとしているデータの場合は ＯＫ を
クリックする。

間違った場合は、 キャンセル をクリックする。

★短縮データをアップロードしようとして「リモート主装置データア

ップロード」を間違って実行すると、パソコン側のデータ設定内
容が変更されてしまいますので注意してください。
★データ設定をアップロードしようとして「リモート短縮データアッ

プロード」を間違って実行すると、パソコン側の短縮データが
変更されてしまいますので注意してください。

２

『発信先選択画面』が表示される。

表示されている発信先名称、発信先番号を確認し、ユーザ
ーの主装置に設定してあるパスワードを入力する。

プログラム起動後、初めてリモートサービスを行う場合…●
使用するモデムを選択し、モデムの設定 をクリックする。

（操作４に移る）

プログラム起動後、リモートサービスを実施している場合…●
使用するモデムを確認し、発信 をクリックする。（操作６に移る）

※使用するモデムが異なる場合は、初めてリモートサービスを行
う場合と同様に操作します。

★発信先番号に誤りがある場合は、「ユーザー情報設定」

をやり直してください。（Ｐ３-３参照）

●各フィールドの説明
『ユーザー情報設定画面』の「ユーザー名」に登録されている内容が表示されます。・発信先名称 …

『ユーザー情報設定画面』の「ユーザー電話番号」に登録されている内容が表示されます。・発信先番号 …
ユーザー主装置にデータ設定コマンド ０００で設定したパスワードを入力します。・パスワード …

＊

３
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■Windows 98SE、Windows ME の場合R R

『モデムのプロパティ画面』が表示されるので、下記①～

④の設定を行う。

★プログラム起動後、初めてリモートサービスを行う場合
は、下記の設定を行ってください。（本設定がないと通
信できません。）

①［全般］タブで最高速度を「38400」に設定する。

②［接続］タブを選択して 詳細（Ｖ） をクリックする。

③『接続の詳細設定画面』となるので、「エラー制御を使う(E)」、
「フロー制御を使う(F)」をチェックし、右下画面のように設定し、

ＯＫ をクリックする。

④『モデムのプロパティ画面』で ＯＫ をクリックする。

■Windows 2000、Windows XP の場合R R

『モデム接続の画面』が表示されるので、下記①～②の設定を行う。

★インストール後、初めてリモートサービスを行う場合は、下記の設定を行ってください。（本設定がないと通
信できません。）

①［全般］タブを選択し、ポート速度を「38400」、圧縮を「有効」、フロー制御を「ハードウェア」に設定する。

②［詳細設定］タブを選択し、下図のように設定したら ＯＫ をクリックする。

RMUのモデム（33600bps）に
近い38400bpsを設定します。

RMUのモデム（33600bps）に
近い38400bpsを設定します。

４

●Windows 98またはWindows MEのパソコンで、使用するモデムが「パソコンリモートサービス」専用の場合R R

は、下記の設定を行うと毎回モデムの設定を行う必要がありません。

①［マイコンピュータ］⇒［コントロールパネル］⇒［モデム］⇒使用するモデムを選択

②［プロパティ（Ｒ）］をクリックする

③手順４（上記）と同様に設定する

※Windows 2000またはWindows XPの場合は、手順４（上記）の設定を一度行えば、以降は設定不要です。R R

お知らせ
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■Windows 98SE、Windows ME の場合R R

『ダイヤルのプロパティ画面』が表示される。

必要があればダイヤル方法等を変更し、 ＯＫ をクリックす

る。

■Windows 2000、Windows XP の場合R R

『電話とモデムのオプション画面』が表示されるので、選択して

いる所在地が良ければ、ＯＫ をクリックする。

※所在地情報を新規追加する場合は、 新規（Ｎ） をクリックし市外局

番やダイヤル方法を設定し、適用（Ａ） をクリックしてください。
『電話とモデムのオプション画面』に戻ったら、適用（Ａ） をクリックし

てください。

※選択されている所在地情報を変更する場合は、編集（Ｅ） をクリック
し市外局番やダイヤル方法を変更し、適用（Ａ） をクリックしてくださ

い。
『電話とモデムのオプション画面』に戻ったら、適用（Ａ） をクリックし

てください。

★ キャンセル をクリックしても、発信を中止することはできません。 （ キャンセル をクリックした場合

は、本画面の変更を反映せずに発信となります。）
発信を中止する場合は、『リモート通信画面』になってから 切断 をクリックしてください。

★「回線未サポートエラー」が表示された場合は、本プログラムの再起動が必要です。最初から操作をやり
直してください。（操作７で通信を切断したとき、タイミングによって発生する場合があります。）

６

『発信先選択画面』に戻るので、発信 をクリックする。
５

『リモート通信画面』が表示される。
（右図はリモート主装置データアップロードの例）

現在の通信状態が表示されます。
「呼出中です。」・呼出時：

「接続しました。」・接続時：

「パスワードチェック中です。」・パスワードチェック中：

「ユーザ主装置と通信中です。」・通信中：

インジケータに進行状況（％）を表示します。

「リモートデータ通信を終了しました。」・通信完了：

※「呼出中です。」が表示されている間は、切断 をクリックすると通信を切断し『発信先選択画面』に戻ります。

※エラーがあった場合はエラー画面が表示されます。エラー画面の ＯＫ をクリックすると『発信先選択画面』に戻ります。

７
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『ＰＣリモートメニュー画面』に戻る。

データ設定以外に短縮データ（または短縮データ以外にデータ
設定）もアップロードする場合は、操作１から繰り返します。

１０

『発信先選択画面』に戻るので、戻る をクリックする。
９

★リモート通信中は、パソコン側で他のアプリケーションを使用しないでください。通信エラーとなることがありま

（特に、「デフラグ（ディスクの最適化）」は絶対に行わないでください。デフラグ中にアップロードしたデす。

ータを主装置にダウンロードすると、システムが使用不可となり主装置の初期化が必要です。）

電話機を使用することもできますが、電話機の使用頻度が高くなると通信エラーとなる★リモート通信中は、

ことがあります。また、電話機側でデータ設定やプログラマブルキーの登録操作など、設定に関係する操

（お客様と事前に連絡をとってからリモートサービスを実施してください。）作は絶対に行わないでください。

※上記以外の場合でもエラーとなることがあります。

●エラーとなった場合は…

エラー画面の ＯＫ をクリックし、『メイン画面』（Ｐ３－２）まで戻ってからアップロードをやり直してください。

パソコンのスペック不足やメモリに多くのアプリケーションが常駐しているとエラーが発生しやすくなります。

他のアプリケーションを終了したり、［画面のプロパティ］の［設定］タブでディスプレイの色を減らすることで

回避できる場合があります。

★リモート通信中は、電話機からの電子電話帳登録ができなくなりますので、お客様に説明をお願いします。

ご注意

アップロードが完了すると『リモートデータ通信の終了
画面』が表示されますので、 OK をクリックします。８
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（第２部 《パソコンデータ設定編》と同様）システムデータの設定や変更、ファイル保存やファイル読込ができます。
下記手順で行います。（『ＰＣリモートメニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ３-２を参照してください。）

５．データ設定

『ＰＣリモートメニュー画面』で、 データ設定 をクリックする。

『メニュー選択画面』となる。

●各ボタンの説明

… 事前設定したデータ設定ファイルやバックアファイルデータ読込

ップしたデータ設定ファイルを読み込みます。

… パソコン上にあるデータ設定内容をファイルファイルデータ保存

保存します。

… パソコン上でデータ設定を変更します。詳細設定

… 『ＰＣリモートメニュー画面』に戻ります。戻る

（１） ファイルデータ読込 をクリックした場合

既に作成済のファイルを修正するときは、「詳

細設定」を行う前に「ファイルデータ読込」を行

ってください。

読み込みたいファイルを選択して 開く(O)

をクリックするか、読み込みたいファイルをダ

ブルクリックします。

（２） ファイルデータ保存 をクリックした場合

ファイル名を入力して 保存(S) をクリックし

ます。
現在パソコン上にあるデータ設定内容がファ

イル保存されます。

※お客様毎にファイルフォルダを作ると管理

しやすくなります。
※データ設定、システム短縮、電話機毎短

縮、共に同一ファイル形式となりますので、

後でわかるように必ず名前を分けてファイ
ル名を付けてください。（例：ユーザ名＋デ

ータ設定、データ、等）

２

１
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操作２の『メニュー選択画面』

で 詳細設定 をクリックす

ると、『データ設定画面』とな

る。

データ設定コマンド区分毎にタブ
が分かれています。変更したいコ

マンドのタブやボタンを選択しま

す。

★電話機からの入力と異な

り、重複設定できないデー
タも入力することができま
すので、登録 をクリック

する前に重複設定がない
か必ず確認してください。

３

設定変更を行い、登録 をクリック
する。

※外線01、02の着信種別をダイヤルインに

した例

★DILの設定（ 323、 300）を行っ

＊ ＊
た後、外線着信の各設定で、「デー
タ設定 設定値エラー発生」が表
示された場合は、 642を確認し、

＊

D IL対応電話機（ 323）がDIL外線

＊

のテナントを使用可能か確認してく
ださい。（データ設定マニュアルの
323の説明も参照してください。）

＊

４

全て変更したら、『データ設

定画面』で 戻る をクリッ
クする。

５
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『メニュー選択画面』となるので、ファイルデータ保存 をクリッ
クする。

★データ設定内容の保存に必要な容量は下記のとおりです。

・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｓ）： 約７５０ｋＢ
・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｍ）： 約１．８ＭＢ
・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｌ）： 約２３ＭＢ
※エンハンスによるコマンド追加等が行われる場合がありま

すので、上記容量より増える場合があります。

６

ファイル名を入力して 保存(S) をクリッ

クする。

現在パソコン上にあるデータ設定内容がファイ

ル保存されます。（３章で登録した「ユーザー情
報設定」の内容も一緒に保存されます。）

※お客様毎にファイルフォルダを作ると管理しや
すくなります。

※データ設定、システム短縮、電話機毎短縮、
共に同一ファイル形式となりますので、後でわ

かるように必ず名前を分けてファイル名を付
けてください。（例：ユーザ名＋データ設定、デ

ータ、等）

７

『メニュー選択画面』に戻るので、戻る をクリックする。８

『ＰＣリモートメニュー画面』に戻る。

●設定したデータを主装置にダウンロードする場合は…

Ｐ３－１９を参照してください。

●システム短縮や電話機毎短縮を設定する場合は…

ダウンロードする前にシステム短縮や電話機毎短縮の設定/変更を行

ってください。

・システム短縮設定 ⇒Ｐ３-１１参照

・電話機毎短縮設定 ⇒Ｐ３-１４参照

●設定したデータを印刷する場合は…

Ｐ３-１７を参照してください。

９
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（第２部 《パソコンデータ設定編》と同様）システム短縮データの設定や変更、ファイル保存やファイル読込ができます。
下記手順で行います。（『ＰＣリモートメニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ３-２を参照してください。）

※CSVファイルの読込やCSVファイルでの保存も可能です。 「ファイルの種類(T)」で「csvﾌｧｲﾙ(*.csv)」を選択し
ます。また、第２部のＰ２-１１も必ず参照してください。

６．システム短縮設定

『ＰＣリモートメニュー画面』で、 システム短縮設定 をクリック

する。

『メニュー選択画面』となる。

●各ボタンの説明

… ファイルに保存されているシステム短縮デーファイルデータ読込
タを読み込みます。

… パソコン上にあるシステム短縮データをファファイルデータ保存

イル保存します。

… パソコン上でシステム短縮データを設定／変更します。詳細設定

… 『ＰＣリモートメニュー画面』に戻ります。戻る

（１） ファイルデータ読込 をクリックした場合

既に作成済のファイルを修正するときは、「詳
細設定」を行う前に「ファイルデータ読込」を行
ってください。

読み込みたいファイルを選択して 開く(O)
をクリックするか、読み込みたいファイルをダ
ブルクリックします。

短縮データのファイルを読み込むときは、★
先に「システム短縮設定」の『メニュー画
面』で 詳細設定 をクリックして、「シス
テム短縮メモリ数」を読み込む短縮データ
に合わせてください。 ⇒ Ｐ３-1２参照
メモリ数より読み込む短縮データが多い
場合は、メモリ数を超えた短縮データは
読み込めません。

（２） ファイルデータ保存 をクリックした場合

ファイル名を入力して 保存(S) をクリックし
ます。

現在パソコン上にあるデータ設定内容がファ
イル保存されます。

※お客様毎にファイルフォルダを作ると管理
しやすくなります。
※データ設定、システム短縮、電話機毎短
縮、共に同一ファイル形式となりますので、
後でわかるように必ず名前を分けてファイ
ル名を付けてください。（例：ユーザ名＋シ
ステム短縮、シス短、等）

２

１
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操作２の『メニュー選択画面』で 詳細設定 をクリックする

と、『詳細システム短縮設定画面』となる。

●各ボタンの説明

… システム短縮のメモリ数を変更します。メモリ数変更

… 短縮データの設定/変更を行います。編集

… 『メニュー選択画面』に戻ります。戻る

●各フィールドの説明

… 空きのシステム短縮数を表示します。・システム短縮登録残数

現在のシステム短縮メモリ数を表示します。・システム短縮メモリ数…

… 空き短縮番号の最若番を表示します。短縮番号を・短縮番号
入力することにより、入力した短縮番号からの設定もできます。

●システム短縮ダイヤルのメモリ数変更方法

①『詳細システム短縮設定画面』の メモリ数変更 をクリックす
ると、『システム短縮メモリ数変更画面』が表示されます。

②変更したいメモリ数を選択し、変更 をクリックします。メモリ数
が変更され、『詳細システム短縮設定画面』に戻ります。

※変更が不要な場合は、キャンセル をクリックすると、メモリ数
を変更せずに『詳細システム短縮設定画面』に戻ります。

※「システム短縮メモリ数」（コマンド 120）は本画面で変更しま

＊

す。「データ設定画面」では変更できません。

★「システム短縮メモリ数」を増やした場合、電話機毎短縮ダイヤルのみ再登録が必要です。

★「システム短縮メモリ数」を減らした場合は、全ての短縮ダイヤルの再登録が必要です。
★「システム短縮メモリ数」を変更した場合は、 ９１１２、 ９１３７の設定が消去されることがあります。

＊ ＊

３

『詳細システム短縮設定画面』で 編集

をクリックすると、『システム短縮ダイヤル

設定画面』となるので、電話番号や相手

名称等を入力する。

入力が完了したら 登録 をクリックする。

電話番号を入力します。半角数字●番号登録：

24文字まで
相手名称を登録します。全角●漢字名称登録：

６文字（半角12文字）まで、英文字は大文字のみ
電話帳検索で使用するカナ名●カナ名称登録：

称を登録します。半角12文字まで、英文字は

大文字のみ
短縮のグループ番号１～７を●グループ登録：

選択します。

※［Tab]キーで各入力項目の移動、[Page Up]/

[Page Down]キーで20行単位の移動が可能で

す。また、スクロールマウスも使用可能です。

★ 戻る をクリックすると、入力した全て
のデータを取り消して『詳細システム短

縮設定画面』に戻ります。

４

『詳細システム短縮設定画面』で、戻る をクリックする。
５
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『メニュー選択画面』となるので、 ファイルデータ保存 をクリ
ックする。

★システム短縮データの保存に必要な容量は下記のとおりです。

・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｓ）： 約４０ｋＢ
・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｍ）： 約６０ｋＢ
・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｌ）： 約６０ｋＢ
※「システム短縮のメモリ数」が最大（６００件または１０００

件）の場合に上記容量となります。

６

ファイル名を入力して 保存(S) をクリッ

クする。

現在パソコン上にあるシステム短縮データ内容

がファイル保存されます。（３章で登録した「ユー
ザー情報設定」の内容も一緒に保存されます。）

※お客様毎にファイルフォルダを作ると管理しや

すくなります。

※データ設定、システム短縮、電話機毎短縮、

共に同一ファイル形式となりますので、後でわ
かるように必ず名前を分けてファイル名を付

けてください。（例：ユーザ名＋システム短縮、
シス短、等）

７

『メニュー選択画面』に戻るので、戻る をクリックする。８

『ＰＣリモートメニュー画面』に戻る。

●設定したデータを主装置にダウンロードする場合は…

Ｐ３-１９を参照してください。

●データ設定や電話機毎短縮を設定する場合は…

ダウンロードする前にデータ設定や電話機毎短縮の設定/変更を行っ

てください。

・データ設定 ⇒Ｐ３-８参照

・電話機毎短縮設定 ⇒Ｐ３-１４参照

●設定したデータを印刷する場合は…

Ｐ３-１７を参照してください。

９
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（第２部 《パソコンデータ設定編》と同様）電話機毎短縮データの設定や変更、ファイル保存やファイル読込ができます。
下記手順で行います。（『ＰＣリモートメニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ３-２を参照してください。）

７．電話機毎短縮設定

『ＰＣリモートメニュー画面』で、電話機毎短縮設定 をクリック
する。

『メニュー選択画面』となる。

●各ボタンの説明

… ファイルに保存されている電話機毎短縮デファイルデータ読込

ータを読み込みます。

… パソコン上にある電話機毎短縮データをファファイルデータ保存

イル保存します。

… パソコン上で電話機毎短縮データを設定／変更します。詳細設定

… 『ＰＣリモートメニュー画面』に戻ります。戻る

（１） ファイルデータ読込 をクリックした場合

既に作成済のファイルを修正するときは、「詳

細設定」を行う前に「ファイルデータ読込」を行
ってください。

読み込みたいファイルを選択して 開く(O)

をクリックするか、読み込みたいファイルをダ

ブルクリックします。

短縮データのファイルを読み込むときは、★
先に「システム短縮設定」の『メニュー画

面』で 詳細設定 をクリックして、「シス
テム短縮メモリ数」を読み込む短縮データ
に合わせてください。 ⇒ Ｐ３-１２参照

（２） ファイルデータ保存 をクリックした場合

ファイル名を入力して 保存(S) をクリックし
ます。

現在パソコン上にあるデータ設定内容がファ

イル保存されます。

※お客様毎にファイルフォルダを作ると管理

しやすくなります。
※データ設定、システム短縮、電話機毎短

縮、共に同一ファイル形式となりますので、
後でわかるように必ず名前を分けてファイ

ル名を付けてください。（例：ユーザ名＋電

話機短縮、TEL短、等）

２

１
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操作２の『メニュー選択画面』で 詳細設定 をクリック

すると、『詳細電話機毎短縮設定画面』となる。

●各ボタンの説明

… 短縮データの設定/変更を行います。編集

… 『メニュー選択画面』に戻ります。戻る

●各フィールドの説明

… 現在の電話機毎短縮メモリ数を表・電話機毎短縮メモリ数

示します。

… 空きの電話機毎短縮数を表示します。・電話機毎登録残数

… 短縮を登録する電話機を選択します。・電話機選択

… 空き短縮番号の最若番を表示します。短縮番号・短縮番号

を入力することにより、入力した短縮番号から短縮データの
入力を行うこともできます。

３

『詳細電話機毎短縮設定画面』で、登録

する電話機を選択してから 編集 をク

リックすると、『電話機毎短縮ダイヤル設

定画面』となるので、電話番号や相手名

称等を入力する。

入力が完了したら 登録 をクリックす

る。

電話番号を入力します。半角数●番号登録：
字24文字まで

相手名称を登録します。全●漢字名称登録：

角６文字（半角12文字）まで、英文字は大文
字のみ

電話帳検索で使用するカナ●カナ名称登録：

名称を登録します。半角12文字まで、英文
字は大文字のみ

※［Tab]キーで各入力項目の移動が可能です。

★ 戻る をクリックすると、入力した全
てのデータを取り消して『詳細電話機

毎短縮設定画面』に戻ります。

４

『詳細電話機毎短縮設定画面』となる。

他の電話機の短縮を登録するときは、電話機を選択し
てから 編集 をクリックする。（操作４に戻る）

他に登録する電話機がないときは、戻る をクリック
する。

５
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『メニュー選択画面』となるので、 ファイルデータ保存 をクリ
ックする。

★電話機毎短縮データの保存に必要な容量は下記のとおりです。

・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｓ）： 約１５ｋＢ
・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｍ）： 約２５ｋＢ
・パソコンデータ設定用プログラム（ｉＺ／Ｌ）： 約１１０ｋＢ
※「システム短縮のメモリ数」が８０件の場合に上記容量とな

ります。

６

ファイル名を入力して 保存(S) をクリ

ックする。

現在パソコン上にある電話機毎短縮データ内容

がファイル保存されます。（３章で登録した「担当
者設定」の内容も一緒に保存されます。）

※お客様毎にファイルフォルダを作ると管理し

やすくなります。

※データ設定、システム短縮、電話機毎短縮、

共に同一ファイル形式となりますので、後で
わかるように必ず名前を分けてファイル名を

付けてください。（例：ユーザ名＋電話機短
縮、ＴＥＬ短、等）

７

『メニュー選択画面』に戻るので、戻る をクリックする。８

『ＰＣリモートメニュー画面』に戻る。

●設定したデータを主装置にダウンロードする場合は…

Ｐ３-１９を参照してください。

●データ設定やシステム短縮を設定する場合は…

ダウンロードする前にデータ設定やシステム短縮の設定/変更を行って

ください。

・データ設定 ⇒Ｐ３-８参照

・システム短縮 ⇒Ｐ３-１１参照

●設定したデータを印刷する場合は…

Ｐ３-１７を参照してください。

９
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（第２部 《パソコンデータ設定編》と同様）パソコンに接続したプリンタでデータ設定や短縮の設定内容を印刷できます。
下記手順で行います。（『ＰＣリモートメニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ３-２を参照してください。）

８．システムデータシート印刷

『ＰＣリモートメニュー画面』で、 システムデータシート印刷 を

クリックする。１

『システムデータシート印刷選択画面』となるので、印刷したい

内容のボタンをクリックする。

●各ボタンの説明

… パソコン上にあるデータ設定内容を印刷しまデータ設定印刷

す。

… パソコン上にあるシステム短縮データを印刷システム短縮印刷

します。

… パソコン上にある電話機毎短縮データを印電話機毎短縮印刷

刷します。

… 『ＰＣリモートメニュー画面』に戻ります。キャンセル

２

『印刷種別選択画面』となります。

●各ボタンの説明

… 印刷プレビューを表示してから印刷することができプレビュー表示

ます。また、ページを指定して印刷することもできます。

（詳細は第２部のＰ２-１６参照）

※プリンタの指定はできません。「通常使うプリンタ」に設定されているプ

リンタで印刷します。

※印刷部数は指定できません。印刷部数は1部のみです。

※２ページ分が横並びで印刷されます。

… プリンタや印刷方法、印刷部数を指定してから印ダイアログ表示

刷することができます。（詳細は第２部のＰ２-１７参照）

※ページを指定して印刷することはできません。全ページを印刷します。

… 印刷を実行します。印刷実行

※プリンタの指定はできません。「通常使うプリンタ」に設定されているプ

リンタで印刷します。

※ページを指定して印刷することはできません。全ページを印刷します。

※２ページ分が横並びで印刷されます。

… 『システムデータシート印刷選択画面』に戻ります。戻る

※「分類」欄は、「パソコンデータ設定用プ
ログラム（ｉＺ／Ｌ）で「データ設定印刷」を
選択したときのみ表示されます。
プルダウンメニューから印刷したいコマ
ンド分類を選択してから各ボタンをクリッ
クしてください。

３
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『ＰＣリモートメニュー画面』に戻る。６

『印刷種別選択画面』で 戻る をクリックする。

※「分類」欄は、「パソコンデータ設定用プ
ログラム（ｉＺ／Ｌ）で「データ設定印刷」を
選択したときのみ表示されます。

４

『システムデータシート印刷選択画面』となる。

他に印刷したい内容があれば、該当するボタンをクリックし、操
作３から繰り返します。
他に印刷したい内容がなければ、 キャンセル をクリックしま
す。

５
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パソコン側のデータ設定、システム短縮データ、電話機毎短縮データをリモートサービスによって主装置にダウン
ロードします。

※データ設定、短縮データ（システム短縮および電話機毎短縮）は個別にダウンロードします。

※ダウンロードを行う前に下記の何れかを行う必要があります。
・「ユーザー情報設定」でユーザー名や電話番号を登録する。（Ｐ３-３参照）

・ユーザー情報（ＰＣリモートサービス用の電話番号が登録されていること）が保存されているデータ設定、システム短縮、電話機毎

短縮の何れかのファイルを読み込む。（Ｐ３-８、Ｐ３-１１、Ｐ３-１４参照）

下記手順で行います。（『工事者用メニュー画面』を表示するまでの操作は、Ｐ３-２を参照してください。）

９．リモート主装置データダウンロード／リモート短縮データダウンロード～プログラムの終了

『ＰＣリモートメニュー画面』で、下記の何れかのボタンをクリック
する。

… リモートサービスでパソコン側のデーﾘﾓｰﾄ主装置ﾃﾞｰﾀﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ
タ設定内容を主装置側にダウンロードするとき

… リモートサービスでパソコン側のシステﾘﾓｰﾄ短縮ﾃﾞｰﾀﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ
ム短縮および電話機毎短縮データを主装置側にダウンロードするとき

★初期状態でない主装置に「リモート主装置データダウンロード」や「リモート短縮データダウンロード」を
行うときは、必ず「リモート主装置データアップロード」や「リモート短縮データアップロード」を先に行って
ください。

「リモート主装置データアップロード」や「リモート短縮データアップロード」を行っていない場合は、下記
の操作を行ってください。

①変更/作成を行ったデータ設定、システム短縮設定、電話機毎短縮設定のファイル保存（必要なもの、未実施の場合）
⇒Ｐ３－８、Ｐ３－１１、Ｐ３－１４参照

⇒Ｐ３-４参照②「リモート主装置データアップロード」、「リモート短縮データアップロード」の実行（必要なもの）

⇒Ｐ３-８、Ｐ３-１１、Ｐ３-１４参照③データ設定、システム短縮設定、電話機毎短縮設定のファイル読込（①で保存したもの）
※アップロードしたデータを一部修正する場合は、「ファイルデータ読込」は行わずにアップロードしたデータをそのま
ま修正してください。ファイルを読み込むと、アップロードしたデータが読み込んだファイルのデータに置き換えら
れます。

④「リモートデータ設定ダウンロード」、「リモート短縮データダウンロード」の実行（必要なもの）

１
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『リモート主装置データダウンロード確認画面』または『リモート短
縮データダウンロード確認画面』が表示される。

これからダウンロードしようとしているデータの場合は ＯＫ を
クリックする。

間違った場合は、 キャンセル をクリックする。

★短縮データをダウンロードしようとして「リモート主装置データ
ダウンロード」を間違って実行すると、主装置側のデータ設定

が変更されてしまいますので注意してください。
★データ設定をダウンロードしようとして「リモート短縮データダ
ウンロード」を間違って実行すると、主装置側の短縮データが

変更されてしまいますので注意してください。

２

『発信先選択画面』が表示される。

表示されている発信先名称、発信先番号を確認
し、ユーザーの主装置に設定してあるパスワード
を入力する。

●プログラム起動後、初めてリモートサービスを
行う場合…

使用するモデムを選択し、 モデムの設定 を

クリックする。（操作４に移る）

●プログラム起動後、リモートサービスを実施して
いる場合…

使用するモデムを確認し、発信 をクリックす
る。（操作６に移る）
※使用するモデムが異なる場合は、初めてリモートサ

ービスを行う場合と同様に操作します。

★発信先番号に誤りがある場合は、「ユーザー情報設定」をやり直してください。（Ｐ３-３参照）

●各フィールドの説明
『ユーザー情報設定画面』の「ユーザー名」に登録されている内容が表示されます。・発信先名称 …
『ユーザー情報設定画面』の「ユーザー電話番号」に登録されている内容が表示されます。・発信先番号 …

ユーザー主装置にデータ設定コマンド ０００で設定したパスワードを入力します。・パスワード …

＊

３
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■Windows 98SE、Windows ME の場合R R

『モデムのプロパティ画面』が表示されるので、下記①～

④の設定を行う。

★プログラム起動後、初めてリモートサービスを行う場合
は、下記の設定を行ってください。（本設定がないと通
信できません。）

①［全般］タブで最高速度を「38400」に設定する。

②［接続］タブを選択して 詳細（Ｖ） をクリックする。

③『接続の詳細設定画面』となるので、「エラー制御を使う(E)」、
「フロー制御を使う(F)」をチェックし、右下画面のように設定し、

ＯＫ をクリックする。

④『モデムのプロパティ画面』で ＯＫ をクリックする。

■Windows 2000、Windows XP の場合R R

『モデム接続の画面』が表示されるので、下記①～②の設定を行う。

★インストール後、初めてリモートサービスを行う場合は、下記の設定を行ってください。（本設定がないと通
信できません。）

①［全般］タブを選択し、ポート速度を「38400」、圧縮を「有効」、フロー制御を「ハードウェア」に設定する。

②［詳細設定］タブを選択し、下図のように設定したら ＯＫ をクリックする。

RMUのモデム（33600bps）に
近い38400bpsを設定します。

RMUのモデム（33600bps）に
近い38400bpsを設定します。

４

●Windows 98またはWindows MEのパソコンで、使用するモデムが「パソコンリモートサービス」専用の場合R R

は、下記の設定を行うと毎回モデムの設定を行う必要がありません。

①［マイコンピュータ］⇒［コントロールパネル］⇒［モデム］⇒使用するモデムを選択

②［プロパティ（Ｒ）］をクリックする

③手順４（上記）と同様に設定する

※Windows 2000またはWindows XPの場合は、手順４（上記）の設定を一度行えば、以降は設定不要です。R R

お知らせ
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■Windows 98SE、Windows ME の場合R R

『ダイヤルのプロパティ画面』が表示される。

必要があればダイヤル方法等を変更し、 ＯＫ をクリックす

る。

■Windows 2000、Windows XP の場合R R

『電話とモデムのオプション画面』が表示されるので、選択して

いる所在地が良ければ、ＯＫ をクリックする。

※所在地情報を新規追加する場合は、 新規（Ｎ） をクリックし市外局

番やダイヤル方法を設定し、適用（Ａ） をクリックしてください。
『電話とモデムのオプション画面』に戻ったら、適用（Ａ） をクリックし

てください。

※選択されている所在地情報を変更する場合は、編集（Ｅ） をクリック
し市外局番やダイヤル方法を変更し、適用（Ａ） をクリックしてくださ

い。
『電話とモデムのオプション画面』に戻ったら、適用（Ａ） をクリックし

てください。

★ キャンセル をクリックしても、発信を中止することはできません。 （ キャンセル をクリックした場合

は、本画面の変更を反映せずに発信となります。）
発信を中止する場合は、『リモート通信画面』になってから 切断 をクリックしてください。

★「回線未サポートエラー」が表示された場合は、本プログラムの再起動が必要です。最初から操作をやり
直してください。（操作７で通信を切断したとき、タイミングによって発生する場合があります。）

６

『発信先選択画面』に戻るので、発信 をクリックする。
５
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★リモート通信中は、パソコン側で他のアプリケーションを使用しないでください。通信エラーとなることがありま
（特に、「デフラグ（ディスクの最適化）」は絶対に行わないでください。 デフラグ中にダウンロードするす。
と、システムが使用不可となりシステムの初期化が必要です。）

電話機を使用することもできますが、電話機の使用頻度が高くなると通信エラーとなる★リモート通信中は、
ことがあります。また、電話機側でデータ設定やプログラマブルキーの登録操作など、設定に関係する操

（お客様と事前に連絡をとってからリモートサービスを実施してください。）作は絶対に行わないでください。

※上記以外の場合でもエラーとなることがあります。

●エラーとなった場合は…
エラー画面の ＯＫ をクリックし、『メイン画面』（Ｐ３－２）まで戻ってからダウンロードをやり直してください。
必ず、ダウンロードを最後まで完了させてください。途中で中止した場合、主装置側のデータが不完全のまま

となり、正常に動作しなくなります。
パソコンのスペック不足やメモリに多くのアプリケーションが常駐しているとエラーが発生しやすくなります。
他のアプリケーションを終了したり、［画面のプロパティ］の［設定］タブでディスプレイの色を減らすることで回避
できる場合があります。

★リモート通信中は、電話機からの電子電話帳登録ができなくなりますので、お客様に説明をお願いします。

★プログラマブルキーの設定（プログラマブルキーの一括設定、RECU再生ボタンの自動割り付けを含む）、ストレ

ートラインＤＩの設定、バーチャルラインの設定等、ボタンの割付が変更になる設定を行った場合は、ランプ残り
が発生することがありますが、故障ではありません。システムの再立ち上げを行うと正常に戻ります。
また、会議通話数の変更を行った場合も、ダウンロード終了後にシステムの再立ち上げが必要です。
お客様に事情を説明し、下記操作をお願いしてください。

①主装置の電源スイッチをＯＦＦにする。 ⇒ ②約１０秒経過後に電源スイッチをＯＮにする。

ご注意

『リモート通信画面』が表示される。
（右図はリモート主装置データダウンロードの例）

現在の通信状態が表示されます。
「呼出中です。」・呼出時：
「接続しました。」・接続時：

「パスワードチェック中です。」・パスワードチェック中：
「ユーザ主装置と通信中です。」・通信中：

インジケータに進行状況（％）を表示します。

「リモートデータ通信を終了しました。」・通信完了：

※「呼出中です。」が表示されている間は、切断 をクリックすると通信を切断し『発信先選択画面』に戻ります。

※エラーがあった場合はエラー画面が表示されます。エラー画面の ＯＫ をクリックすると『発信先選択画面』に戻ります。

７

ダウンロードが完了すると『リモートデータ通信の終了
画面』が表示されますので、 OK をクリックします。８



3-24

『メイン画面』が表示されるので、終了 をクリックする。
１１

『終了確認画面』で はい(Y) をクリックする。

※ いいえ(N) をクリックすると『メイン画面』に戻ります。
１２

『ＰＣリモートメニュー画面』に戻る。

データ設定以外に短縮データ（または短縮データ以外にデータ
設定）もダウンロードする場合は、操作１から繰り返します。

作業が全て終了の場合は、終了 をクリックします。

１０

『発信先選択画面』に戻るので、戻る をクリックする。９
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★リモート通信中は、パソコン側で他のアプリケーションを使用しないでください。通信エラーとなることがありま
（特に、「デフラグ（ディスクの最適化）」は絶対に行わないでください。 デフラグ中にダウンロードするす。
と、システムが使用不可となりシステムの初期化が必要です。）

電話機を使用することもできますが、電話機の使用頻度が高くなると通信エラーとなる★リモート通信中は、
ことがあります。また、電話機側でデータ設定やプログラマブルキーの登録操作など、設定に関係する操

（お客様と事前に連絡をとってからリモートサービスを実施してください。）作は絶対に行わないでください。

※上記以外の場合でもエラーとなることがあります。

●エラーとなった場合は…
エラー画面の ＯＫ をクリックし、『メイン画面』（Ｐ３－２）まで戻ってからダウンロードをやり直してください。
必ず、ダウンロードを最後まで完了させてください。途中で中止した場合、主装置側のデータが不完全のまま

となり、正常に動作しなくなります。
パソコンのスペック不足やメモリに多くのアプリケーションが常駐しているとエラーが発生しやすくなります。
他のアプリケーションを終了したり、［画面のプロパティ］の［設定］タブでディスプレイの色を減らすることで回避
できる場合があります。

★リモート通信中は、電話機からの電子電話帳登録ができなくなりますので、お客様に説明をお願いします。

★プログラマブルキーの設定（プログラマブルキーの一括設定、RECU再生ボタンの自動割り付けを含む）、ストレ

ートラインＤＩの設定、バーチャルラインの設定等、ボタンの割付が変更になる設定を行った場合は、ランプ残り
が発生することがありますが、故障ではありません。システムの再立ち上げを行うと正常に戻ります。
また、会議通話数の変更を行った場合も、ダウンロード終了後にシステムの再立ち上げが必要です。
お客様に事情を説明し、下記操作をお願いしてください。

①主装置の電源スイッチをＯＦＦにする。 ⇒ ②約１０秒経過後に電源スイッチをＯＮにする。

ご注意

『リモート通信画面』が表示される。
（右図はリモート主装置データダウンロードの例）

現在の通信状態が表示されます。
「呼出中です。」・呼出時：
「接続しました。」・接続時：

「パスワードチェック中です。」・パスワードチェック中：
「ユーザ主装置と通信中です。」・通信中：

インジケータに進行状況（％）を表示します。

「リモートデータ通信を終了しました。」・通信完了：

※「呼出中です。」が表示されている間は、切断 をクリックすると通信を切断し『発信先選択画面』に戻ります。

※エラーがあった場合はエラー画面が表示されます。エラー画面の ＯＫ をクリックすると『発信先選択画面』に戻ります。

７

ダウンロードが完了すると『リモートデータ通信の終了
画面』が表示されますので、 OK をクリックします。８
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